
シンボルマークや社名の書体（これらを総称して
ロゴマーク）には、会社のビジョンや経営理念な
どさまざまな想いが詰まっています。そうした各
社各様のロゴマークをご紹介します。 

本　　社：大阪府堺市堺区材木町西 1丁 1番 5号

創　　業：1977（昭和 52）年 10 月

資 本 金：8,000 万円

従業員数：53 名

会社概要

株式会社 ツールオカフジ

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
超硬、サーメット、セラミック素材を扱う専門メーカーとし

て、耐摩耗性に優れた特殊形状切削工具の設計・製造・販売

を手掛けています。お客様のニーズに応じた加工技術を強み

とし、幅広い業界へ貢献しております。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
ロゴマークは、1977年に社長の友人によってデザインされ

ました。弊社で扱うチップの形状が、空を飛ぶ鳥の姿に見え

ることから、鳥をモチーフとしたデザインが考案されました。

また、「ツール」という音が「鶴」に通じることから、鶴のイ

メージが加えられました。鶴は昔から縁起が良く、長寿や繁

栄の象徴とされており、弊社の成長と発展を願う思いと、力

強く飛翔する鳥のように、常に進化し、未来へ羽ばたく企業

でありたいという願いが、このマークに込められています。

社名の由来は、当時の業界の企業名といえば、事業主名の後

ろに「ツール」をつける傾向にありました。それを現社長が、

逆にした方が珍しいだろうと「ツール」を前にして社長の苗

字を後ろに置き、ツールオカフジと命名しました。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
特殊形状切削工具の設計・製造・販売を一貫して行い、最適

な提案を最高の品質で適正価格にて提供できる点が弊社の

強みです。また、大手メーカーにはない、小回りの利く対応

が可能であり、短納期での納品にも柔軟に対応いたします。

さらに、急な仕様変更や特別なご要望にも迅速に対応できる

ため、お客様にとって相談しやすい環境が整っています。

企業サイトにリンクします

スローガン

株式会社 ツールオカフジ

特殊形状スローアウェイツールの開発・設計から製造まで

信頼をカタチに、オリジナリティを追求するエンジニア集団

スローアウェイツール
は切削工具本体（ホル
ダー）の先端に装着す
る刃（チップ）の部分。
摩耗や破損したらチッ
プのみを交換する。
さまざまな材質、形状
のものが開発され、使
い分けられている。 自動車部品の高精度

加工に使われる特殊
溝形状のチップ。

会社概要

第8５回

太田機工　株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役社長     太田　敏之  氏
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大阪市東住吉区今川 4丁目11-28
自動車部品製造
1961（昭和 36）年 2月
1,000 万円
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皆様がよくご存知の宮沢賢治の詩です。その中の「東に病気
の子供あれば 行って看病してやり 西に疲れた母あれば 行って
その稲の束を背負い 南に死にそうな人あれば 行って怖がらな
くていいと言い・・・」という部分が特に好きです。

仕事とは、困っている人の「人助け」かも知れないと思います。
自分のことは後回しで、一生懸命に誰かのために頑張ることが
大 切 だ と 思 っ て い ま す。私 は 28 歳 の 時 に 父 が 他 界 し た た め、
その時から社長をやっています。社長になってから阪神大震災、
リーマンショック・・最近ではコロナに半導体不足と数知れな
いピンチの連続でしたが、そのたびに社員を始め、たくさんの
方々に助けていただきました。そのおかげで現在があると思い
ます。そのような経験から、私は自分が若い時から、周りの人
が 困 っ て い る と、「何 と か し て あ げ た い」と 思 う 気 持 ち が 強 く
なったような気がします。

宮沢賢治の最後のフレーズに「みんなにでくの坊と呼ばれ 褒
められもせず苦にもされず そういう者に 私はなりたい」とあ
ります。

そういう者に私もなりたいです。皆様も「雨にも負けず・・」
の全文を読み返していただければ幸いです。

ホームページにリンクします

太田機工　株式会社
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